
自転車等に関する交通事故防止策の強化を求める意見書 

 

警察庁によると、令和６年における全国の自転車の交通事故件数は、６万７，

５３１件に上った。本区の令和６年の発生件数は６２２件であり、前年に比べ

て若干減少しているものの、区内の交通事故の約半数は自転車が関連した事故

である。 

こうした中、令和５年４月からは、自転車利用者のヘルメット着用が努力義

務化された。また、令和６年１１月には、自転車運転中のながらスマホや、酒

気帯び運転及びほう助において、新たな罰則を科す道路交通法が改正されるな

ど、自転車利用者に対する安全意識の醸成や取締りの強化が進められている。 

しかしながら、自転車利用者に安全走行のルールの徹底を促すためには、取

締りの強化等だけでなく、歩行者、自転車及び自動車が適切に分離された道路

環境の整備も欠かせない。自転車の安全な通行が妨げられることがないよう、

違法駐車の取締りの強化と併行して、全国で未整備となっている自転車専用レ

ーンやナビラインの設置等を加速させることが極めて重要である。 

また、近年では、電動キックボードやモペットなど、新たな交通モビリティ

も普及しており、各地で交通事故も発生している。利用者には、より一層の交

通ルールの周知や遵守を徹底させていくのは当然であるが、警察による交通違

反の取締りの強化を図るとともに、学校や地域においても、自転車や新たなモ

ビリティに対する交通安全教育を推進していくべきである。 

よって、本区議会は、国会及び政府に対し、安全で快適な自転車の利用環境

の確保及び自転車等による交通事故の減少を実現するため、自転車等に関する

交通事故防止策の更なる強化を強く求める。 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。 
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